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1　はじめに

葉．葉．　醗究の背景と農的

　現在、わが蟹の都市欝露における住民参灘は、懸纏観としてはほぼ社会的に

了解可能なものにな吟っっある。計画策定あるいは事業実施をめぐ鯵、注浅が
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形式的な「参擁］ではなく、その内容構成に関わる実質的な「参癒擁を果たし

たとする事撰報告もなされるようになってきた縫｝。

　住民参撫による趨毒計薩が鶏待される最近の背景には、翻市生活をめぐる

鐙9§年代以降の社会環境の変死がある。饑えばバブル経済の鱗壊、産業構造転

換、地方分権、財政破綻といった時代潮流の変化である。これらの課題は健来

の薬毒計藏が撮ってきた躯毒問題の範麩を超えるものであり、その機念・綱渡

の変革を否鑓1なしに求めるものであった聾。それはもちろん行政のみによる

擁衛計嚢の鰻界を示すものであむ、住民はじめ企業・翼賛0などによる雛市計

画の協灘＝分握を迫る契機となった。

　だが、こうした賑給から礎示される住髭参撫が、薬毒計薩行政の安易な代替

装置として濡雪されることへの危撰を禁じえない。本来、翻毒言擁藝行政として

握うべき雛市生活の最低水準保瞳、そして居住・営業に関わる擁毒覆境の維持・

管理・改善・向上といった基本開題までもが往戻参撫の名の下に無鱗雲に預け

られることが、あながちめざされるべき方向とは善い難い。それは実質的な参

画とは対極にある方鶴と言うべきだろう。

　それでは最近の時代潮流の変化をふまえた、簾毒計画への住民の実質的な参

露とは何を意殊する思想・行動であるべきか。本稿の目的はその検討の端緒と

して、ヂまちづく鯛住民運動による都薦計画行政への「提案力」の内容につ

いて、その形成過程からの分析を行うことにある。本来、rまちづく警韮とい

う醜語は、行政による雛市欝薩に麟羅される、往戻からの地域への思想・行動

をさして生成されてきた。しかし最逓でほ、雛藩謙遜の範囲を超える雛市生活

を総合する購語として多講されてきている2もすなわち、「まちづくり」住浅

運動は嚢らの意向をカウンター・パワーとしてだけではなく、計画策定あるい

は事業実施の内容購成に関わる提案として提示していく必要に邉られてきてい

る。この飯議から轟発して、具体的には以下の3点について検講ずることが本

稿の課題である。

　鱗　　ゼまちづく》」往蔑運動が鰐象となる都韓錘の内容構成に録して黛ミッ
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「まちづくむ蚕室民運嚢の雛建築内達とその形成過程（今函一男〉

　　トメントしてい〈過程を明らかにする

　現在、翻帯計画法に定められた薬毒謙遜決定遍程における住民参趨麟度は、

公聴会の馨無縫（第絡条〉や翻帯計画の案の縦覧（第聲条〉等に限定されている。

その内実が計癒当局と住民とが意見を述べあうようなものとなっていないこと

は、これまでにも広く嬉嫡されてきた3）。一方、住民参趨機会が絋充されてき

た擁市計癒の分野とは、翻市議1璽決定によらない、すなわち私権の麟鰻を梓わ

ないレベルの内容と見ることができる。つま駄擁護計藤こおける住民参撫は、

その内容構成の根本に変更を迫るレベルにおいてまでは行われていないと考え

ら耽る。こうした現実に超して、翻毒計画決定過程にも影響を与える「まちづ

く鵜住民運動とは、いかにしてその内容構成にまでコミットメントしていく

ものであるのか。その遍程を動態として瞬らかにすることが本稿の第一の課題

である。

　⑦　その過程における提案事項の形成邊程と実現過程について整理を背うこ

　　とからギまちづく粥柱厩運動の新建案内達のアウトラインを検討する

　ゼまちづくり」住民運動による簾毒計画への実質的な参懸をめぐる意味を検

討するため1こは、その運動が実際に構築した礎案事項の内容を吟味する必要が

ある。提案事項の内容の吟秣とは、単に都毒計画技術に関わる項目の検討のみ

によってなされるものではあるまい。むしろ、それが住民格互ある継は柱民一

讃画当馬の関係においていかに形成され、当該地域においていかに意味を持ち

うる計醸となって実現されていったのかという過程の掘擦によってこそなされ

よう。したがって本稿では、葬まちづくり韮住民運動による提案事項の形成過

程と実現遍程について整理することから、「提案力3の機念をめぐるアウトラ

インの提示とその展望と課題を示すことを第二の課題とする。

　131　ヂ提案力藩を規達するヂまちづく鱗」往戻運動の運動論及び緯織論を整

　　理する

　ドまちづくり」住残運動1こ難待される実質的な参画の意味とその検討のため

のゼ提案力」について構想する一ヒでは、提案事項のみを吟味するだけではなお
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不十分である。このため本稿ではその形成過程と実現過程からの検認を行うが、

さらにはそうした過程をも焼定する、ゼまちづくむ藩住民運動の運動論及び繰

織論に留意する必要があろう。本稿の第三の課題としては、ゼ提案力聾をめぐっ

て取む上げる「まちづく鵜往戻運動が、いかなる運動譲及び綴織論によって

幾定されているのかという点についても言及するよう試みる。

　以上の轡から麟の課題について明らかにすることによって、鄭市計醸そして

「まちづく引住民運動がめざすべき実質的な参薩の内実を験試する端緒を示

すことが、本稿の基本的な§的である。

1．2、　醗究の繕域と方法一なぜ東京における翻布欝錘往戻運動か一

　本稿の課題を縷説するにあたっては、まず、鶴市設錘あるいは「まちづく鯵韮

をめぐって展雛されてきた住民運動の論理を整理する轡。箕捧的1こは、今縫の

「まちづくり藩住民運動が鶴毒計画行政に録するゼたたかう」運動から鐡発し

て、「つくる」運動へ結策していくとする住畏運動変容論をめぐる議論を穣離

する。そこから、「まちづく鱗住幾運動が都市講薩の内容構成に対して持ち

うる肇提案力謹の機念を整理する。

　そして本稿ではrまちづく尊重住民運動のヂ礎案力韮について縷説するため

の事例として、東京における薬毒詩癖住民運動、なかでも薦街地籍弱発事業

（以下「再翻発3）1こ嬉する住民運動を取り上げる131。わが國における翻毒諺癖

麟度は明治鎌降、鰺88年の東京市区改距条携などを画題としっっ、欝欝年の絹

薬毒謙遜法そしてi§総年の新躯毒謙遜法に至るまで、東京という大鋸梅像を念

頭に置きつつ生成されてきた。その遺程では欝23年の縫東大震災における復興

土地籔醸整理事業1こ繋する反対運動紛を嚆矢として、雛市計懸をめぐる住民

運動もまた、展溺されてきた。したがって、東京における翻毒計露住民運動は、

わが羅の翻幕計画の内容構成とヂまちづく射住銭運動との翼係を知る上での

適窮な事擁になると考える。

　また、再購発に対する住民運動は、東舞零こおける「まちづくり涯住民運動の
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「まちづく刎注蔑運嚢のギ礎案力葺とその形成過程（今薦一男〉

趨勢を示す事轡である。再瞬発は簾毒再鵜発法に基づいて行われる、法定翻毒

計画で言えば毒徳地籠発事業の基本手法である。瞬法弟1条には土地の合理的

かっ健全な高度利罵と翻毒機能の更新を馨る事業であることが示されているが、

巽舞納には低屡の密集號域市街地において総分化された宅地を統合して不燃化

すると瞬縛に、道整等の公共施設までを整臆する事業である。その過程におけ

る権利操作については31こ機議するが、残存の土地・建勅に録する権瀦の保全

をめぐむ住民運動の争点となる。こうした錯綜した権利のともなう密集銭蔵毒

街地での再勝発の実施毒ま、地方翻溝中心毒街地でも見られるものの、やはむ東

京といった大雛市像の下での事業が主になる。この点でも再開発に対する住民

運動を皺む上げることは、東京さらにはわが国の雛市計薩の内容講成とゼまち

づく鯵擁住民運動との関係を綾註する材料になる。

　以一ヒの東京における再調発に対する住民運動を概観した後、4では再醐発に

対する住民運動を端緒として「提案力」を持つに至ったと考えられる「まちづ

くむ」住民運動の事鯛を検討する。その事鰹として取む上げるのは、東京擁施

鴛によむ事業が行われてきた江東区・江戸綴麩における亀戸・大島・小松鱗地

区再麗発である。特に瞬地区のなかでも江戸趨区に鏡還する小皺辮地区での再

聡発に対する往戻運動について、その過程を換註する。この住民運動は再魏発

に靖する住民運動のなかからその事業以後にもつながるゼまちづくり臨議会3

のとりくみを生み鐡して現在に至る、再開発からよむ広い愚昧での新まちづく

瞬住民運動へと展開した、わが遜でも希少の事縫である。本稿ではその特性

に着目して、講地区での住民運動を中心事纒にすることとした。

　事例醗究をふまえ、「まちづくり3住民運動による紅提案力3をめぐる当初

の醗究羅的について検討を行い、今後の綾討課題についても整理する緯。

　本稿では事舞瞬究をめぐっては、文献・資料調査をまず行っている。住民運

動がその過程で作成してきたニュース等を罵も、整鬱している。そして2総2年緯

肩に小頓蠣地区での住渓運動及びまちづくり協議会での活動に醗わってきた往

畏への懸き皺む講査を行い、その内容を事醗醗究において驚いている12｝．
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2　「まちづく引住民運動の「提案力3

2．葉．　「たたかう雌性民選動からヂつくる」往戻運動へのゼ薩梯達再考

　翻毒計薩を含めた地域政策の形成をめぐっては、かねてよ馨一定の賠鶴があ

るかのように整理されてきた。そこでは当然、毒民あるいは住民参船をいかに

位置づけるのかということが主要な譲点であった。本稿でもはじめにこの点を

検認することが、翻薦計嚢の内容構成にまで踏み込む瓢まちづく静」住民運動

の緩開を考察する蟻緒になろう。

　地域政策の形成と参撫との関係をめぐ鯵、携えば懇耕のは衛星参撫の段賠

を分類した上で、行政祷に基礎霞治体と桂艮との関係を野自治棒が完全な市民

政府になったとしても、纒1人の立場と全体の立場の違いは存在するから、行政

と市幾の毬対立遷の穫1係がなくなるわけではない」と規定した。その上で、市

民により統治される毒見政簸とは斎甕全体のものであ馨、その繋立を乗鯵越え

るために夢繋立的共属修業」と呼ぶべき斎甕と行政との協鍵が生み串されたと

した。すなわち、地域政策の形成に蝿する参趨とは、行政による毒蔑あるいは

住民の単なる取鯵込みではなく、講者の間に一定の緊張感が繭提として存在し

ていることを示唆しているゆ

　これを躯毒計画に饗して言えば、木下§〉は欝本のヂまちづく鵜1よ第玉段

階（膏政が決め市民が受け入れる）、第2段贈（市長も自分の意見を持ち行政

に行動を起こすがその縫係は蝿等ではない）、第3段踏（ギまちづくり」の主捧

として認識される薄髭が購想段繕から決定段賠まで参擁するが協働という信頼

関係には至っていない）、第4段灘（市民と行政との一体化）の鰻つの贈梯が

あるとする。さらに、こうした8本の誓まちづく鯵達をめぐる市民参癩活動が

実現するためには、なお、明確な目標を持つこと、プ縢セスの公開、資金確保

など欝項目に及ぶ条僻があることを鮨摘している。

　そして、こうした地域致策の形成に繋する住民参撫をめぐる躇梯の議論は、
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野まちづく瞬往戻運嚢のギ提案力3とその形成過程（今悪一男〉

そのまま「まちづく鞘住民運動にも通じる論選であった。その端的な議論が、

地域における住民運動がダたたかう」かたちからぜっくる雄かたちに変容を果

たしたとする野住民運動変容論塗である。住民運動変容譲をめぐっては、欝総一

鴨年代における公害問題に象籔される地域麗発による地域空懸・コミュニティ

の変容とそれへの住民運動をふまえ、欝8G年代から行われるようになった。携

えば奥麩マ〉は露作為要求型選郵作為阻止聖運に起点をもつ住民運動が、一定の

時間的経過において、まちづくむ運動としての性賂づけをみることは経験的に

明らかである3と指摘し、往戻運動には「つくる輩かたちへの展麗過程が潜在

していると見る論遷を提示した。

　だが、住民運動変容論をめぐっては、構蒔に疑濁を呈する議論も見られた。

例えば繊遜貸暮〉は「住民運動が罫街づくり薩へと変容していったかどうかはこ

れまで経験的に分析されていない」と捲摘した。すなわち、住民運動の蓑たた

かう謹かたちから紅つくる諺かたちへの靉靆過程をめぐっては、運動綴織やイ

シューの変容に関する実態鐙握に基づく験討がなお必要であることを提起した。

それでは、その蓄積は境在に至るまでに、果たして十分になされてきたのであ

ろうか⑰

　その解答は十分とは言い難い、というものになろう。もちろんわが轡の薬毒

計懸をめぐる醗究では、その分野自体を事纒講究の学問と書ってよいほど事纒

の蓄積が進められてきた。だが、その内容の多くは魑甥事携の理解を中心とす

るものであ蓼、そこから「まちづくり」住民運動としての普遍性を見鐵す議論

にはなかなか至っていない｛31。それはこの闘の社会運動論の議論を婆一ドして

きた「新しい社会運動雄藩の停滞にも端的に示されるだろう。

　新しい鮭会運動とは緩家に蝿する毒民被会の自立性と霞乙防籍のテーマを提

起し、親しい鞠質的懸魑と結びついたポスト・ブルジョア毒民鮭会のプロジェ

クトを担う運蟻をさす鱗。その内容をめぐって欝欝無代に主にヨーβッパで始

まった議論が新しい蛙会運動論である。新しい縫会運動論は行為の意味嚢体を

再定義しようとする新しいタイプのアイデンティティの存在を認めたが、その
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鴛政鮭会論集　第絡巻　第4号

論理は確かにわが国においても環境問題に蝿する住蔑運動などを議明するのに

有環な撹点を提示した。

　だが、そうした籍しい社会運動が押し進めた桂会分化がさらに新たな社会統

合を生み出す遍程の分析や、そもそもの新しい祇会運動をめぐる綴念定義への

合意はなく、欝鱒無代には新しい縫会運動論の終焉をうたう議論まで登場する

に至る麟．そして、わが国の「まちづく切住蔑運動をめぐっても、それが新

しい社会運動論の提起する毒民栓会の自立牲というテーマまでを獲得し簿たの

かという点では十分な綾討がなされていない。さらに、それが自己防衛という

範囲からの飛躍を遂げたのかという点では、なお、新しい社会運動論では説窮

し難い課題が残存していると見るべきであろう。

2．2．　「まちづく引佐民選勤のr提案方塞の機念

　それでは「まちづくり雌住畏運動は、｛空疑運動変容論が意臠した夢たたかう」

かたちから野つくる韮かたちへの靉靆を遂げることはできなかったのであろう

か。あるいはそうした賠繰を携くこと白樺に、論理としての無理が存在してい

たのであろうか。

　その解答のためには似懇貫が指摘するように鰹々の事擁の実態擢握からなお

蓄積されるべきである。本稿もその文賑に立って構成されている。だが、現実

にはこれまですでに、本稿が搬鯵■しげる再醗発に対する住民運動に鰻らず、多

くの「まちづくり3住民運動が都市計繕の詩嚢策定あるいは事業実施の内容権

威をめぐり、各種の参撫さ瞬こは提案を行ってきた。この現実に立賭するとき・

「まちづくり涯住民運動による提案自体の意味を再定置する必要が生じる。つ

まり、住民運動変容論を全面的に受け入れ難いとしても、「たたかう」かたち

の運動が提案という「つくる涯かたちの運動の萌芽を内包しうるという可能性

謡本に無理、があるとまでは考え難いのである。

　そのように考えられる背景には、「まちづく馨」住民運動をめぐる磯実な状

溌変化がある。そのなかで注臠すべきは、行政による住残参擁の機会を拡大し
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軒まちづく製住民運動のゼ礎案力」とその形成過程（今茜一男〉

てきた「まちづくり」住民運動の雑史のしに立った、緊張感のある行政と住残

との1糞｛系構築のあ辱方である。これまでのドたたかう涯かたちの運動が主張し

てきたものは、計画の内容そのもの二実体に関わる幾麟と、謙錘の手続き算過

程に関わる撹判の爾灘に及ぶものであった騰．この実体及び過程1こ関わる繊輯

が提起してきたもの1ま、各地での翻毒計画行政のあむ方に確実に変化をもたら

してきた。その過程には、強いて先の木下の「まちづく明における往戻参擁

の段踏で言えば、第2段賠を超えての展雛があると見るべきである。

　この計藏の実体及び過程に関わる鋭甥をともなう緊張感を灘提とした一ヒで、

最近における実質的な住民「参画雌に向診た機会をさらに拡大することができ

れば、そこ1こは「まちづくり」住民運動が講轟策定あるいは事業実施の内容権

成をめぐる提案を舞う可能性を構想できるのではないか。ただし、霞題はその

地平を構築する「まちづく吟」住民運動の展開過程である。無条件にあらゆる

窪民運動が、翻毒計画の内容権威に至る段賠までの提案を行いうるとは考え難

い。その相違をふまえ、紅まちづく鯵」住民運動が計画当局との緊張感を麟提

に獲鬱していく、藻毒計画の内容構成に対する提案の轡能性をさして、本稿で

は「提案力雌とその形成過程と媛寇しよう。

3　東京における再鑓発に薄する住民運動

3．重．　再麗発をめぐる争点

　薄、2．において触れたように、再魏登は密集鰻成市街地において纏分化された

宅地を統合して不燃化すると転業都こ、遵黙等の公共施設までを整備する事業で

ある。誘い換えれば、醸毒にお謬る駿柱環境の向ヒや土地の有効蕩度網羅など

を繋的に、土地・建物に醒する権利を施設建築物業再聡発ビルに難き換えるこ

とで南街地の再編成を麟る事業であるゆその療璽は「翻毒計織の縁韮と呼ばれ

る土地籔錘整理事業にあり鱒、欝欝年の簾霧再1灘発注麟建によって羅綾：化され

た、比較的近時に確立されてきた手法である。
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　この再購発の手法には、第i種南街地市街地再興発事業と第2種毒街地霧開

発事業の二つがある。それぞれの特徴は表一霞こ整理される。

蓑㎜嘩　市街地再雛発事業の手法

第i種権衡地溝雛発事業 第2種毒衡地再雛発事業

事業手法 　権麟変換（等懸交換）方式

@施行地薮内の土地・建鞠等に

ﾖする権霧を買薮・腹多辯こよら

ｸ、旛設建築霧及びその敷地に

gする権孝彗に変換する。

　管鑓越分（金聾買載）方式

@いったん施蕎地区内の土地・

嚥f等を旛行者が買収または暇

｣する脅　買叡または暇溺された

ﾒが希望すれば旛設建築鞠及び

ｻの敷地に麗する権利を与える。

適駕される

n籔の状溌

　権葦1麺〉一抵麺選iを行うため疑1

r的規模の小さい地籔に適薦。

　権利の懇勝越遅が可能である

ｽめ幾較的燦模の大きい地琶や

°}に施行を要する地菱ζに遷駕む

施　行　者 　懸人施行者、綴合、再擬発会

D、地方公共毯鉢、公懸・公社

　再灘発会娃、地方公共懸躰、

�怐E公義

施行区域 　次の轡または鯵の》ずれかに
Y当すること。

D　姦衡地再麗発餐進区域にあ

@ること

P21次の各要轄をみたすこと

@①　高度灘絹地籔、翻市再猛

@　特舞弩地鑑または特定弛緩計

@　函等区践

@②耐火建築麹がレ3以峯

@③公共捷設未整備、敷地継

@　分此等

@＠　躯南機能の更新に寄与

　次の｛鈴一｛麟毒こ該当すること

ﾘ　第i種の121に該当すること

P21施行麩蟻の薩積が雛．§皺皺

@上
o31次のいずれかに該当

@①　隣災上または安全上支葎

@　がある建築彗勢の棟数または

@　鎌面積の離合が7／欝以上

@③　重要な公共施設（避難広

@　場等〉の緊急整備が必要

@③　被災毒欝地復興推進地域

@　両

懸　鰹本都市計藏学会（2§§3）、ζ震1務者のための懸・翻車群藤マニュアル霞　市徳地

　整鐵編　市窮地再瞬発講、蔑善欝．22老3、を参考に作表む

　この二つの手法が購意されている背景には事業琶的あるいは事業対象となる

海霧地縁の綜違がある。第i種1ま小燦模で士地の奮効高度科灘を念頭に置いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　一難一



「まちづく鵜建民運動の紅礎案力」とその形成過程（今西一男〉

施行される場合が多いのに薄し、第2種は大綬模で緊急盤・公共性の高い事業

目的において、騒人・緩合等のいわゆる民間デベロッパーによらずに施行され

る。ここで言う緊急牲・公共性とはすなわち、防災を中心とした密集醗成東衡

量毯の早急な改善が求められる場合が想定される。

　しかし、二つの手法によって構成される再開発ではあるが、権蒋操作という

点では両者ともに住民の権利保全をめぐる課題が生じる。これが再灘発に対す

る「たたかう」かたちの住畏運動を喚起する最大の争点である。

　その争点の…っは土地・建鞠に離する権利を懸格に置き換えること1こ縫隠す

る購題である。第董種の場合は権利変換方式と呼ばれる、買収・収矯によらな

い権利操作が行われる。すなわち、事業麟の土地・建鞠に関する権利を懸格に

置き換え、それと事業後の再開発どルに与えられる床及び敷地に関する権稗こ

等懸交換するということが基本手法である。だが、特に事業蕾の権利が零纏で

あれば、それに見合って与えられるべき事業後の権利も零縮なものとならざる

を得ない。そこで翻毒再開発法第謄条では賢い取瞬こよる増床を規定している

が、そもそも零総な土地・建物に臠する権利しか持たない往戻がこの舗度を活

絹しうることは想定しがたい。また、第2種の場合は管理麩分方式と響ばれる、

買収・収羅が行われる。これにより事業麟の土地・轡舞は懸格に置き換えられ、

現金化されることになる。そして第2種の場合は事業計懸認可の公告から3紹

以内に妹の謹む受けまたは賃捲り導出」（減法第i総条）を行わなければ、自

動的に転出緩いになる。そこで地区での羅住・営業を継続するためには率出を

行うところとなるが、あらためて譲渡もしくは賃貸を受けようとする再麗発ビ

ルにおける権利懸路が事業前のそれに比して高額であれば、当然、権瀦保全は

露難になる。

　争点のもう一つは、事業舜彗における土地利矯を事業後の再開発ビルにおいて

実現できないという溝題である。事業麟の土地を居住の溺に徴していたとして

も、抵屡戸建て嫉宅から中高綴共講住宅たる再聡発ビルでのそれに転換すると

いうことは、生活そのものの転換を意殊する。そして、と鯵わけ商業の絹に供
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している場合の事業謬蓄・後の土地零ll鐸垂転換は深亥llであるむ携えば事業繭の綴露

賞業が再麗発ビルにお1ナるキーテナント主導の共濁鴬巣へと転換していく過程

の羅難や、賃料一L昇及び管理費等増石1による営業濯難といった開題が生じるこ

とが古くから旛摘されている恥．

　したがって・これらの争点を基軸としながら・わが轡では再縫発に帰する住

民運動がその麟度乾当勧から行われてきた。i麗8隼に土地区画整理事業に対す

る住民運動の連絡纏織として結成された現在のr区画整理・霧聡発端策全国連

絡会議」｛残こは、全国の再縫発に帰する住民運動の情報も寄せられている。そ

こでは、住民運動から見た再開発に録する主張として、その妓籍講・運動論・

綴織論の響論秘までもがなされている。

3．2．　藁家における再雛発に玄補する住建運動の機要

　こうした再開発に対する住疑運動は、東京においてもこれまでに複数の地区

で行われてきた。そもそも東京には先に示した関東大震災を皮燐むとする土地

区遜整礫事業1こ秦童する反鰐運動をはじめ、道驚公害反対運動、麟熱権を守る運

動、目然や文化財を開発から守る運動など、様々な薬毒計薩住民運動が展開し

てきた経緯がある。これらの全体繰を織鐡することは本稿も含めた本醗究の長

難的な課題であるが、と鯵わけ本稿ではその重要な一つの事鱗である再弱発に

対する往戻運動について概観する。

　まず、東京1こおける再麗発の施行状溌は表一2に示される。鎗§2奪8月現在、

工34地麩・3§6．糠袋が完了もしくは施行申である。時点が異なるものの、集計が

なされている2§雛年3層段賠での全羅の施蕎状溌は驚3地区・i，解3．2麺であ吟、

それと鵡比しても東京での再開発は地籔にして2麟程度、蒲積にして逢割程度

の比率を霞めていることがわかる。

　それではこのように蕎雛発の施行実績を持つ東京においては、いかなる再瞬

発に鰐する控浅運動が緩雛されてきたのであろうか。ここでは3．葉．で触れた全

麟の暮糞嬬発に対する住蔑運動の連絡綾織である、区轟警邏・薄弱発薄量策全醗連
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「まちづく鯵、i住民運動のゼ礎案プ雄とその形成遍程（今薦一男）

施行主体 完　　了 施行中 藻暴漢建済 金　　計

懸人施行
8地籔

R．i総

3地麩

T．9盤

2地藝

浮X艶

i3地区

f．懸a

雛合施行
露地麩

V3．鮪a

22地盤

R慧．艦a

i蓬地盤

Q？、翫a

鱗地蓼

奄S§．i擁

東京翻施行
3地籔
R2．蓼雛

逢地藝

奄T暮、6拠

i地区

ｫ．懸a

8地区

ｱ暮．尋麺

毒　施　行
3地涯

￥ﾅa

○地区

@§雛

2地区
Q．8艶

5地麩

W．籔a

躯毒基盤整備

�ｧ旛行

緯地獲

Q5．珪懸

i地盤

Q、i絵

3地琶

l§嶽

意地麩

R3．2麺

合　　　　計
82地麩

ﾊ4i．3盤

3§地区

Q欝．縫＆

22地区

Sさ、2雛

i3蓬地盛

R蝿．5雛

表一2　東京における再麗発の施行犠混　　　　　　　絡会議が発行する月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刊の機関紙ζ区画・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海鵜発遜落選に掲載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された記事をテキス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トに整窪しよう。瞬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙には住民運一動から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の事業華こ対する様々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な争点あるいは燐報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が寄せられるαその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟稀書（欝鴨年i月〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から本穣をまとめた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2｛｝｛｝4年2月　（違鎗号一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　までの屑紙のすべて
　麟　菓葦擁建設騒編集・発行（2鱒2）、腱設罵事業機要平成欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の記事のなかから、
　奪飯懇、β．26§、を参考に作表。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特に東京における再

麗発に対する住民運動に関係する記事を縮鐵・整理したものが表一3である。

　再絹発に対する住民運動の精報が集約される罫区画・再雛発通信薩を整理す

ることにより、東京におけるその動淘を控握することができよう。この表一3

を機観すると、ig72奪珪月の新宿区小石編擁簿地区の記事を筆頭にのべ28地区

の｛主民運動が皺む上げられたことがわかる。こ綴謡§競年8月現在の施行状溌

で見巌麟駆の2警醒獲で1誘るカ‘、磯露こ購上げら醜かった地区にお

いても何らかの住民運動が行われていた可能性を否定することはできない。

　そして記事件数を見ると、東京における再購発に蝿する住民運動の機要を知

ることもできる。揚載された記事件数はのべ§8件であ毒気i地区あた辱2～3

件程度の継続盤を持って霞む■1二げられていることがわかる⑪ただし、28地区の

うち蔦地区が記事鶏載件数i件であり、このことから東京における再鵜発注鶏

運動が必ずしも継続性を持って行われていないということも想定できる。
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蓑一3　ぎ区癒・再灘発通檬匪に覧る東蒙における再醗発に頬する住蔑運動

地　　麩　　名 晦　　　　　容 艦載号（構騨舞）

新徳区小石鱒擁鱗 単均変換率を専灘藻分でi総％に 2惑（i§？2．纏〉

江東区・江戸鱗区亀戸・

蜩〟E小楓羅
自発麟薦醗発に押しつけはきかぬ

ｱ民濤治へ鋳災再灘発協議会発墨
ﾀ叡で鑑抜けの馨立つ事業地区
謔Q種再聡発往戻からの謹言
`三民による意1溝議i査活動

v求実理めざし施行者と合意書纏結
o�麟な懸地権離合提示さす
酎A資産評籔引き上げヘ
oブル癖壊で権講沫慰撫見直し要求
h災まちづくむへの提言
ﾄ雛発からまちづく鯵へ

35（欝72．ii）

R§（婚？3．3〉

Q蟹（欝総．§）

Q鐙（i舗7．6〉

Q賛（欝8乳7〉
Q鎗（総総．毒〉

Q36（欝欝8〉
Q悉§（董§籔鋤

Q8§（董鱒3、9）

R総（i§蕊．6〉

R4む（欝認．塵）

千代灘区簸総構 i万人署名運勢 羅（i§78．5〉

墾懸盤白髪棄 改良住宅1こよる生活再建

蜴�ﾌ薄絹発その後
欝2（欝篭6）
R87（2馨轡2、3）

畠繕籔大癖棄馨 議会の簿鷲、会議録の公縫を要求
H場そこのけどル傷つくる

簸（欝繊7〉
s§7（欝83．i）

縫中薄癖中験爵慕 準鑓纏合が解散
ﾔがi§鐘霧の補復金を総合に支鐵

欝奪（i§83．む

Q灘（懲9磐．獅

杉蔓区藏雛寺龍 i万数千人が署名に賛遜
Y進滋を薪協議会」に綴織
ﾄ醗発議瞬会で地元往戻、観議
ﾄ度の再弱発に待ったi
ｹ跳づく辱の執念1こ建長が待った

ﾁ海会良主紀へ努力
結梍F、再醗発を藪念

i8達（i§85．尋）

R（鰺85．鋤
奄№V（欝8馨．5〉

Q29（欝89．i）

Q79（欝§3．3〉

R欝（欝麗．§）

芒]（i鱒8．4）

荒瞬薩霞髪聾 ｛主宅再欝垂発で盤三長3ま盤三き残れるか

r灘区が地元往戻全面違い撫し発表
ﾄ雛発で住み続畿られるか不安の声
癡�ﾈ賃貸工場を整薦させる
ﾓ家人の暮らしを守ったi

欝5（欝86．3〉

T8（ig86．6〉
Q35（欝8§．？〉

Q総（露髄．ii〉

Q§？（豊弱珪．鯨

中野鑑大穂町 再辮発育欝の「誘導地藝基嶽建返、L i§6（欝総．4〉

澹薩六本木六丁欝 娃疑住まわせ建長工作の鯵だす

G強会潴催
fペ饗ツパーの不当な訪露奮1に筑議

2i3（欝8マ．9〉

Q83（欝93、7〉

R27（i鱒7．3〉

練馬麩練馬駅馳嚢 建蔑犠蛙の講購発を離甕 2婚（鴛8暮．3〉

小金弾帯裁藏小金井験漢 再醗発基奉構想発表にシンポジウム 222（総総6〉
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「まちづく明経鶏運動の「提案力葺とそ・の形成過程（今藪一男）

地　　区　　名
　　　　　　　　　　　　三焉@　　　　容 1職号（1職隼羅）

晶鱗猛大井霧鐘棟口 行政の飯羅憲集めさせず
ﾄ聡発コンサル業務委託を申達

238（欝8§．i§）

R巷暮（欝纒．亙2）

毯霧谷褻三軽茶屋 周辺住残、再絹発訴訟へ 238（欝総．欝）

義購藝舞渥駿震辺 立滋なビルは建ったけれど 257（i弱箋．5〉

港区三醗一丁羅 再驕発が霞己目的へ
oみつづける会誕生
Yなどが翻毒謙遜決定強行へ縦覧
嘯ﾝつづけられるまちを求めて
n翻計審で6項§の縁帯決議実理

263（玉§鍵．ii〉

R76（2鞭．魂）

R胃（2総i．5〉

R78（2韓i．§）

R8警（2総i．8）

渋谷区代窟毒 再開発ビル下に変電藻！往戻の不安 2§4（欝垂．6）

港琶白金一丁目棄 誤解生む再開発コンサルの説墾 3競（i鱒5．？）

練馬区石神井公醗毅跳嚢 生活再建への運動経始 3欝（ig96．7〉

轡霧谷懸二子玉無陳 麩大再聡発が秘密裡に始動
ﾄ麗発地区喬纏鯨案への意見書提鐵
ﾄ開発の薬毒計麹決定手続が錘鰯に
n権者の矯意見通しもなく決定手続
рｽちの覆境を犠牲にするなi
ﾄ麗発に異議あむ抜庫見痙し求める
ﾄ開発へ疑簡広まる
ﾄ灘発の交流会§雛

33§（ig9？．6〉

R43（篶鰍7〉
R45（ig磐．9）

艨�i欝欝i〉
R52（i§弱．魂）

R鍵（2膿．8〉

Q（2§鉱i2）
凾Q（2欝3．§）

練馬区春8驚 再欝発の往戻訴訟 335（董弱7．董i〉

練馬区大豪学露訳麟 家業、この薩売を続けたい！ 345（玉鱒§．9）

欝欝毒療欝懇六丁欝 この補譲額では生活再建できない

皷T家権喪失にぴっく鯵
ﾘ家営業の生活再建実現

3逢8（欝§8濠2）

R5i縫99．3〉
R§？（2総§．7〉

板橋籔一L叛矯簸楠繕 再醗発不参撫権利者が3割を超す 3欝（欝欝．ii）

欝黒区上懇黒一丁目 1唾驚マンション灘醗跳鯨ま建宅地
ﾙ度改編を駆綾ひた逢る再縫発

3質（2総i．5）

ﾋ2伽暮3．6〉

灘区芝三丁§ まちの良さをどう紳ばすか 4騰（2総3．塁）

棄糠斐癖粟糠嚢駅灘i歪 ねば蓼強く要求して講査鞍敷公雛 4§3（2暮春3、7）

蕩簸醒京成立石箏礪遜 「再雛発を心醒する会」立ち■しげ 鰯（2§総．8〉

鰭　ゼ図嚢・再鵜発遷藍誰i～畦爵号よ瞬乍表。鱗鐵となる鶴載葬月の携簗のものから醍

列。薫朧が麟の場舘五一接纐．納覆躍事賄級び記魏容よ腰継て侮
　成。棄京1こおける再雛発を撮った記事のなかでも、特に｛茎長運動に鱒無機ない事業・

　凝穣：解説に類する記事は除外した。

蔦



鴛政歓会譲葉　第鰺巻　第4簿

　嬉して、複数の記事が掲載された地繋としては、本稿4で取鯵上げる事纒で

ある澄東藝・江戸鱗籔亀戸・大島・小橿耕地獲がii件と最多であむ、以下、毯

蜜谷籔二子董ll陣地籔の8件、杉壷区高鍔寺髭地離の7件、荒燐区白髪客地譲・

港麩三灘一一丁§地区の5鐸と続いている。これら複数の記事が掲載された地区

の記事内容を見ると、さらに東京における再雛発に端する住餐1の動向がわかる。

亀戸・大島・小松絹地麩について言えば住民自身による住民運動綴織立ち上げ

の経緯（3§号弓§稔年3月）に姶まむ、注残への意病捲握（2鼓弩・i§叙年7

月）から計纐当局との交渉（2器弩縫§鍵隼透薄）、そしていくつかの要求実現

（23§弩・i§8瞬i8月）からrまちづく鵜への展聡（3§§号・ig弱年6月）と

いう流れを読み取ることができる。

　線様の流れを汲む住民運動としては白髪蓉地区が該当しよう。居住・営業を

めぐる不安から住民運動が串発し（欝§懸樋総6年3月）、賃貸工場の整備といっ

た濫家権者の権秘渠全実現（263号・i§蟹年慧月）へという帰結を見ることが

できる。この亀戸・大島・小梅辮地区と海髪西地区という二つの往蔑運動は、

再麗発という灘密計灘の内容構成に変更を及ぼすまでのヂ提案力」を持つ可能

憾がある事灘としても、縷説の材料にすることが可能であろう。それぞれ、い

かに零纏な権琴彗を保全するのかという趨点から、訪露轟轟に帰して要求実現を

果たしていった過程が想起される。

　そしてこの纏の表一3に示された事擁であるが、それらがすべてヂ提案力量

の綾討に権癒しい事擁であるか否かはにわかには判藪しがたい。複数の掲載件

数があった高鷲寺跳地区などは計蟻巻穏に再聡発を藪念させた事例であ馨、こ

うした「白紙撤繕3要求を実現した事例までを謙遜内容に変更を迫ったものと

して鍛うことにはなお検討の余地が残る。この住民運動が白紙撤躍の後に、

「たたかう3かたちの運動からrつくるまかたちの運動への変容を果たしたの

かという点など、なお実擦に事擁にあた鯵っっ考察する必要がある。

　総じると、東京における再鷺発に対する住疑運動が必ずしも、ヂたたかう韮

かたちから「つくる」かたちへと変容したのかという点はなお、綾諒する必要

一驚一



「まちづくむ」注蔑運動の「提案力涯とその形成過程（今懇一男〉

がある。　しかし、亀戸・大鑑・ノ郵松舞1地区や白鬚西地区の事1残に機観されるよ

うに、都市計画の内容構成にまで踏み込むゼ礎案力」を持つと患われる住民運

動が存在することも確かである。そこで次に4では、亀戸・大島・小秘緋地区

のなかでも特に住民運動の経験を持つ、江戸灘区灘に盤還する小橿鱗地区での

事鰐を元にギ礎案内藤とその形減退程に麗する検討を行う。

4　小松鱒地区におけるヂまちづく夢」住民運動

鑑董．　小松辮地区の綴要

　本蕩が事鯛とする亀戸・大島・小横綴地区は、地獲の中心に霞中鱗を挟み、

荒辮・京葉遂艶・新六ノ橋通航こ澱まれた98．騒aの区域を持つ（籔一嘩）。す

なわち軟弱地盤である、いわ睡る江東デルタ地帯の上に立地する地縫である。

事業蔚は住居・工業・商業の三つの土地利灘が混在する密集難域市街地を形成

しておむ、地震・火災等による災害危縷が捲鵜される地区であった。

　こうした亀戸・大島・小松辮地区を含めた江東デルタ地帯を対象として、

i§欝年に東京翻は江東薄弱発基本構想を策定、災害危険の克鰻と防災鍵点地域

の形成を目的とする再麗発を実施するところとなった。その一つとしての綾羅

づけを与えられた亀芦・大島・小松灘地区では、混在した圭地利購をク婆アラ

ンスして土地の有効高度零1欝藝こよる建物の不燃｛ヒ・高繕嚢二を纒穆生活礫境を改

善するとともに、地震・火災等の緊急時に避難広場となる公園を整観すること

が事業の主な目的とされた。

　また、この地区の特籔としては事業麟の土地・建鞠に関する権利関係の錯綜

という点が指摘される。事業前の穫帯・入籍は3，茎§4穫帯母，3鰺名であむ、そ

のうち土地辮有考§劔名・織地権者翻4名・鑑家権者i，396名であった。なおか

っ、その面積は欝馨㎡以下といった零総なものが大半であった。よって、再雛

発をとおしてこの縫猟での居住・営業に関する権利が保全されるのか否かとい

う点の見通しをつけることが、事業此段懲における大きな課題であった。

一i7一



　　　　　　　　背政被会論集　第腿巻　第4号

　　　　　　亀戸・大島・小松鍵地区縫合計嚢緩、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じを　　　だ
　　④　　国璽　　　　響鰍　甲
　　　　　　　　垂撫　　榔騰号　　　　謬雛

　購 﨑蛛@　l　l紫雲醐　　1一
繋．！璽コ翻懸轟　抑…
　　　　、爾麺…・嬬臓匿購　　　　　難地．

瀦1灘、羅＿庵ノ／一

爵糊…難
　　　　欄蜜鰯一㌃／

§1熱、論糠ψ

㈱簗麟健設属編纂・発蕎囎細、穐芦テ・大島・ノ1・榔躍鑓パンフレット・

　よ鯵妓粋。

　　　　　霞一書　亀戸・大島・小松欝地区認合計函麟

　　　　　　　　　　　　一i8一



ヂまちづく明建長運勢の「提案力薩とその形成過程（今懇一男）

　すなわち、98．饒3という大綬模再開発であること、土地利矯が混在している

こと、零纏な土地・建糎に麗する権魂の錯綜が見られること、そして江東区・

江戸灘区という二つの行政区域にまたがる地麩であること等を考癒して、この

地区をさらに五つの地区に区分して段踏的に事業を推進するところとなった。

その五つの地区馨麟叢i要は表一4に示される。なお、ノ罫松舞1地区は第三地憂くに該

当する。

表一号　亀戸・大島・串松辮地区地麩勝機要

麩 地　　区 施背面積 公共旛設 建築旛設 完成（予定）年月

第一地籔 i．6絵
　§．8難2

t　　驚
都営住宅23§戸 欝総年5月完成

江
戸
灘
醒
繕

第二地麩 玉．2絵
　§．6雛

�@　蕗
籍舗・工場・業務 欝§3年3月完成

第三地琶 62．8始
　載8絵

X驚・公園

建宅　　5，§簸戸

驪c・工場・業務
2韓暮奪度来予定

第三地区

謠ﾝ地麩

歌2鉛

Q警、i雛

　掲．5絵

t艶・公穰

銭宅　　8蟹戸

H場・業務

2総5奪度末予定

Q彗蓼3隼度東予定江
　
東
　
麩
　
鰯

第五地麩 簸．5擁
　鼠8麺

X蕗・公園

住宅　　8弼戸

H場・業務
2総5葬度末予定

毒主鑓発

i蔑癒）
i．2難a

一 建宅　　酸7戸 ig8§年i蠣完銭

鱒　東京翻建設麟編纂・発行（2総2）、蓼建設麟事業機要平成錘駕線書、§、鷺歌を参

　考に体表。

　この事業では、地区全体で8，総§戸に及ぶ建宅を供給する計懸が立案された。

その住宅には露っのタイプがある。土地藪有者・倦地権者が入居する「権利珠

住宅璽、倦家権者など零纒権利者が入居するr再開発住宅韮（都営住宅）、この

飽に薬毒基盤整備公毯、東京都住宅供給公被、星縫事業者等が建設する「特定

建築者住宅輩、さらに江東区鰍こ民懸の住宅主体が建設した「窪主開発住宅」

である。これらのうち、江戸躍区欝で5，7灘戸、江東落灘で2，2灘戸が徴給され
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る計画であったひ騰艇年度末め段懲で、江戸灘区麗で隆，833戸（麟．i％）、江東

区翻で亙，3醗戸（磁．尊％）の住宅が完成している。なかでも権利床住宅はすべ

てが完成している。

　公共施設として遵驚は幹線道鶏4驚線をはじめ合計戯驚線が計露されてお甑

このうち38驚線、約欝，232盤が整騰されている。公蟹・緑地については臆万人

の避難広場となる大島・小穣鱗公園（写真一陣）をはむめ、透隣公園iヶ瞬、

緑地3ケ斬、晃童公園蓬ヶ瞬の合計蟹．3紘が計懸されている。このうち2§灘総

が完威している。また、センター施設としては地縫内に位置する都営地下鉄鰺

号線（新宿線）東大島験窮に商業施設が建設されるなど（耳糞一2）、配羅が

なされている。

写真一葉　大島・小松鑛公園 ：奪真一2　講業掩護（東大島駅離〉

鳶．2．　小松翅住宅会議

　亀戸・大島・小松灘地区の再瞬発なかでも江戸鱗謎灘に位置する小植灘地区

は、特に懲地権者が多い地縫であった。そこで適罵された手法が全面翼叡によ

る、東京翻施行の第2種再§馨発である。第2種の特徴毒ま3．葉．で見たように、莞寺

に緊急牲・公共性の高い事業において、行政がその権力でもって地区の買収・

叡羅を行いク琴アランスを実現するという点にある。i解5奪に毒渡化されたこ

の手法の、全蟹での適驚第工号となったのが、勉ならぬ小松絹地漢であった。
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「まちづくむ」往戻運勢の軒礎案力3とその形成遍程（今醒一男〉

　欝6§奪の江東再開発暴本構想策定段賠での小授羅地区は、3，83§雛帯・簸，娼§

名を数えていた。それが事業の実施に降轡た先行購地饗毅や事業の進捗によむ、

事業計画決定段購となる欝欝隼で2，2麺轡帯・5，鯵暮名、事業が本擦化した鯵88

年で亙，9欝縫帯・4，総尊名にまで激減した。つまり、小頓辮地区では事業の過程

において事業離のコミュニティはほぼ解棒したと害わざるを簿ないほどの転換

を経ているのである麟。

　その遍程で往戻の居住・営業の権利を保全するために始められた住民運動が

r小松鱗住宅会議達である。この小皺鱗住宅会議の住蔑運動を中心に、その展

開過程と事業の進捗を整理したものが表一5である麟。

　小樫瞬地区における住民運動は欝84年？月の第三地区事業計灘淡定を境に展

灘されていく。そして事業化における窃墾段踏にあたる茎985～欝88隼にかけて、

各種の要求実現に向謬た対内的・餐外的運動が継続されていく。そのなかでも

この再溺発の計懸分内容購成にまで踏み込むことになる小松辮住宅会議の運動

を櫨畿して見てみよう⑰

　小絵絹住宅会議の設立は穏編集4月のE－38街区（グ蓼一ンハイッ）床懸格

見巖しのための往戻代表と東京灘との協議結果の報告集会に端を発する。その

臨議では従繭資産1こ対して住民が要求する十分な鎌簸格を確保することができ

なかった．そこで住民は運動による一一体となった施行蒼黒東京藻との協議の必

要性を認識、小松羅綾宅会議を設立するに至る．その鞍告集会に参撫した住民

は約25§名。注浅運動が総織される以離の靉靆での離心の轟ま鯵を見て取るこ

とができようQ

　小軽｝鱗住宅会議の運動は翻議会に薫要して、住蔑の権零llを保全することを要望

した講顯署名から始まった。その署名は2．352名に及んだ。この背景にはゼ心

経｝辮に住んでいる人は金離が会員嵯という運動方針があった。さらには3，巷倉台

部のニュース醗姦による龍鰻も行われていた。また、この署名の提鐵にあたっ

ては地元選蹴全部議の署名を添えるなど、その後も常に超党嶽のスタンスとい

う運動方針で一貫した連覇が展羅されていく。
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膏政桂会論集　第鐙巻　第4号

表一5　小擾辮地区における住民運動の展雛過程

隼 月 瞬　　　　　　　　　容

欝欝 ii 東京擁：「江東鋳災再露発基本構想」発表

亙蟹2 9 東京躯：「亀戸・大島・小秘鱗地籔のまちづくむのあらまし」発表

捻7§ 8 東京翻1認衛計舞決定

欝76 4 東京翻：亀戸大島小振癖地匿紡災再麗発灘区住民協議会発達

i§総 3 東京翻：第一地麩事業計癒決定

欝83 3 東京翻：第二地麩事業計灘決定

ig襲 7 東京翻二第三地麩（小松僻地麩〉事業計露法定

i§85 4 東京鶴：野38鎌懸格冤直し

噤@民：駐総鎌簸格協議結果応報鑑集会（2蕊名墨繧〉

@　　　当8の議長懸を中心に小槌鱗往宅会議発足

5 会　議：代表が握当裂知事・建設緯次長と交渉

6 会　議：東京翻に彩賃貸溝注」について藻横書擾墨

7 東京簾：第響地藪事業計灘決定

�@議：転窪・代替地難策委員会発足

8 会　議：小秘報一ヂ二丁目防災織地5毯鉢が車懸辮住宅会議に合流

@　　　鄭議会請願署名（2，352名〉、地元選羨全鄭議署名欝提凄

@　　　東京翻・江戸耀琶・往甕代表の代表者会議で東京翻を遷濠

9 会　議二地元選婁全国会議員・鄭議・区議捻名との懇談会

@　　　小掻辮建民大会（35§名墨縣〉、8項馨の決議

@　　　涯戸瞬琶に補勘金要請

欝 会　議：東京簾との交渉（倦地権撰合の講整が整わなくても狂一38

@　　　入艦への趣選参籠を要求〉

@　　　握当麟無事との交渉（借地権轟懸などでの鄭の姿勢追及）

欝86 i 東京翻：R一露管蓬鎚分計遜縦覧

掾@罠：聾38管理麺分計露こ対する意見書提出

3 会　議1東京翻との交渉（転繊・代替地及び権秘沫について）

諱@長：小梅鱗盤宅会議への補髄金勧戒を区議会で表明
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「まちづくむ3往戻運動のギ提案内達とその形成過程（今醒一男〉

隼 薄 講　　　　　　　　　容

5 会　議：生活再建をめざす5．綴住民大会（小松鱗甚宅会議・小皺鱗

@　　　工業会・小縁繕商業会による実行委員会方式、7総名参擁、

@　　　握当譲知事・江戸鐸麩長田籍）

6 翻議会：欝蕊隼8月挺議署名採探

7 東京鄭：鎗§戸分の再雛発豊宅耀地確線のための事業計麹変更提案

8 会　議：地元選鐡全馨会議員との懇談会

@　　　東京翻との交渉（織地権潤懸解決要求）

�c会：ヂ小松辮建蔑の生活綾権に臠する講顯3採択

簸 会　議：倦地権羅題での集鐡講惇曝し立て

@　　　区内での代替地確保要望書を東京翻・江戸繕猛に提撫

i2 会　議：醗会にて建設大窪等と面会・協議・要講書礎鐵

@　　　再絹発盤老入繕までの単身考飯設住宅実現

@　　　薬握当課長「地盤外転鐵は強麟できない達発言

欝87 i 注　罠二季鮫絹鋳災懸鉢連絡会結成（小総捲往宅会議纏8懸韓〉

A絡会1連総会代表が東京藩建設局長との交渉

�@議：住民に僻する防災アンケート実施（繕叡率鋳％〉

6 会　議：第3飼総会（捻§名参撫〉

@　　　代表者会議で倦地権の分離買駿実施を要求

@　　　代表者会議で東大島験前商業施設への学童クラブ入懸幾鞠

8 会　議：狂老穆沫懸路引き上げ反対緊急署名（i，§驚名〉

9 会　議：建設大甕練精（再溺発住宅i絶戸実現）

墾 会　議1野2瞬灘絡弓捲下げ実理
@　　　§一鰻旅懸路難き一しげに繋する続議表購

i§88 5 会　議：R一毅沫懸格顎き上げ庚繋署名・交渉の実施

@　　　地元選鐡灘議・区議との緊急交渉

6 会　議：影戯珠懸穏難き下げ署名馨蟹名〉。7項欝の要望書縫鐵

@　　　第4露総会

9 東京籟：B纏i旅饒絡大縞引き一しげを提案

�@議：小松鱗地域の註環境懸題5項曇改蕎要望書を東京簾に擾鐵

ii 会　議：£纏i緊急建蔑集会

i2 連絡会：後続事業1こついての棄京都礎案に女達する協議継続確認
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讐敵娃会誌集　第驚巻　第護停

年 鐸 内　　　　　　　　　容

欝8§ マ 東京都：第五地盤事業謙遜決定

8 会　議：蝶地権錘強会

韓 会　議：8工区往戻アンケート実義

欝9む 4 会　議：鮭棄場翼題実態謁糞実施（棄京翻・住民合羅、響籔率駕％〉

鎗 会　議：地元選雛全霞会議嚢・擁護・区議鴛名との懇談会

@　　　人工地盤による駐車場と遭難驚確保要望書を東東灘こ提灘

卜
鍍 会　議：後続衡琶鎌懸格を東京都と合意

董2 連総会：人工地盤1こよる駐車場整備の住民負鐙への低孝慈議資要望

亙弱i 3 会　議護3工藪設計委員会でオート冒ック導入験討（実理〉

茎2 連絡会：東京都と｛主渓代表による　r街づくむ分科会」設1蓋

欝麗 2 分科会：大型速見施設建設についての協議

�@議：大型籔震施設建設についての要望書を腋戸辮麩長に提串

簸 会　議：バブル崩壊にともなう後続衡慶鎌懸路見蓋し署名提臨

i弱3 2 東京躯：床懸格見澄しを表総

�@議：廉懸格莞甕しの弓1き下げ輻に納得せず群き続き協議へ

@　　　地元選欝都議・区議との懇談会

@　　　各地の公共施設バス晃学会

欝 会　議：小鞍絹地丞に当密議嚢どおり中学校建設を要求

i2 分科会：翻・区・住民三者による「小桜羅まちづく鯵協議会」発足

欝襲 欝 臨議会：超党滋議員懇談会

ii 協議会二大璽区疑施設建設アンケート調室実旋（繕毅率53％〉

@　　　醗存小学校建て替えと中学校建設を要求（署名〉

欝鶉 6 協議会二中学校建設をめぐり超党滋議員懇談会

7 協議会：中学校建設署猛（§，灘§名〉区議会に饗濃

i弱6 各 区議会：中学校建設を織綾審議に

i鯨幕 董 協議会：大型薩罠施設の設計案が承される

纏　会議業小極鍵盤宅会議、連絡会罵小縁鐵紡災髪雑本連結会、分科会鴬樹づくむ分群

　会、隷議会罵小形｝鱗まちづく静観議会、露授業往事聯縫籔長。
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「まちづくり踊慈餐1運動の彗星案内」とその琵多成過程（今蓉一男）

　こうして運動の窃難段賠から、住民あるいは行政1こ難して継続して行っていっ

たと馨くみが、計懸策定あるいは事業実施の内容構成に関係する礎案となって

かたちづくられていく。以下、小松辮住宅会議がと善くんだ再醗発の計癒の内

容権威に纏わる事項紅ついて分類し、大きく6点について提示する。

　（懇　第2種再競発と織地権割合がイドライン護憲

　小橿灘地送は実に住民の鴇％が繕地権者であった。そこに第2種再開発が導

入されることになったが、その実旛のためには管理越分以蔚に土地辮奮者と繕

地権者との擬で土地に対する権利割合（繕地権割合）を醜定し権利諜整を行っ

ておくことが事業後の入居に緕1けた羨提となる。したがって入居を急ぐのであ

れば権孝寒害il合の確定をも急ぐ必要力ま生じることになるが、この時に土地辮膏者

との権瀦調整の難航から不当に低い繕地権翻合を認めざるを欝な継鱈地権者が

生じても・た。なかには近隣では織地権割合鴇％と言われながら鎗％という実擁

も生じ、小軽｝蟻住宅会議では「第2種事業による懲地権割合の切り下げ」とし

てこれを問題視した、対して東京擁は「長享不介入の原則」を掲げ、この問題

を民闘どうしで解決するよう特に捲導をしなかった。

　小松鱗住宅会議ではこの問題に対して集繊講檸や底地権と欝地権とを鰯攣1に

買収するr分離契約麟度盛の導入を要求し…翻実現するが、結局は借地権割合

そのものの合意が必要とされることから、根本的な解決には至らなかった。し

かし、この縫題を鱗き続き取鯵■ヒげて東京翻との交渉に及ぶことで、i蜷韓三に

は東京簾に「標準繕地権割合奨を発表させるに至った。これは土地利網状溌に

臨じて驚・鋳・醗％の3段賠での標準繕地権割合を示すガイドラインであ鯵、

総％といった低い割合から見れば蕪進ではあった。だが、鴨％は確保したいと

する小糧絹綾宅会議の見込みよ鯵は低い数纏の経木でもあった。

　しかし、この標準繕地権i割合の礎示がその後の権瀦調整を促進させたことは

奮うまでもない。そして小較鱗住宅会議では欝8§奪にパンフレットゼここが知

むたい1小松癖防災縫点再罷発事業における織地権醐題一一賜一一答藻を作成、こ

れを光に学習と実際の権利講整をも進めていくところとなる。
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行致社会論集第慈巻第藁号

　轡　再縫発住宅建設

　懲家権者及び零纒権利者の住宅確保にっも・て、東京都では再開発住宅を設け

る旨の議明を行っていた。しかし、遜小資産定義の磁路髭や薮入麟鰻め導入に

よ鯵、再雛発鐘宅への入態は極めて限られたものになっていこうとした。また、

鬘帯構成に見合った複数戸数確保という要求もあったが、それも単身者購再開

発住宅の確保が難しいことを蓬懲に捲否髪癖を示していた。こうした東京翻の

議明は事業此段酷での説瞬と食い違うものであむ、小松撰住宅会議でもあらた

めて要求を行う事項となった。

　その内容としては、纒々の事情の反駿、収入麟鰻撤廃、成人5人以上での轡

帯分離などであった。この要求をめぐっては地元選鐵議員への要求や建設大鷲

への陳情を行い、結果としてG戸からi絶戸の再鵜発住宅建設を震現させるに

至った。

　麟　代替地確保

　この再開発では集合住宅への入諾が蔚縫となったが、そうした居住形態にな

むめない住民も存在した。そこで小松辮住宅会議では転鐵・代替地薄策委曼会

を設置、代替地要求のためのアンケート調査活動や適地を講査する活動を実施

した。その結果、欝86奪度において海区爽を地麩近隣に確保するなど一定の成

果をあげた。ただし、転串が進むに連れて、この要求自体韓徐々にその役割を

終えるところとなった。

　｛41権縄床緬絡設定

　権利床の適鐙な懸格の確保は鍵蕾からの生活を守る上で麟提となる条件であっ

た。評懸が琵当になされないために居住面積が著しく減少する、あるいはそれ

を補うために籍たな欝鯵入れを負わざるを得なくなる、といった問題である。

　その直接のきっかけはバブル経済の動きと符合する。ig87年度、東京擁は

R－2§街区（パークマンシ華ン〉の床癒樗の総～醗％改訂をバブル経済による

従蕾資産一と昇を蓬密に提示してきた。これは前年度にすでにパンフレットを醗

毒して入居を募集していた物件であっただけに、その後の覗き上げであるとし
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εまちづく鯵」控民運動のゼ提案力雌とその形成過程（今西一男〉

て住民から反対の声があがった。そこで小松鱗住宅会議では値上げ撤回を求め

る署名をi，§鴨名集めるとともに、癒募者の全員簾会を開縷して要求の整理と

東京灘との協議を行った。合わせて沫懸格の麟究として、共驚藻分の東京灘負

擦を大きくして床纒権を抵減させるしくみや、生活再建の見地からの借地権者

への支援（自己資金持ち出しなしによる従購床面積確保〉の要求を緩み立てた。

　その結果、欝欝年i月に結成したr小橿趨防災懸体連絡会」（小松辮住宅会

議・小松慰工業会・小秘繕商業会等）による東京鶴との協議も鴛い、欝．85鑛

にまで擁麟することを実現した。そして岡麓月には東京簾建設局再麗発藩長と

の協議で建一鱒の床懸格を含め、再翻発住宅、代替地、さらには今後の権利沫

懸路など事業全体にわたる方両を確認、した。

　しかしその後の露遺墨街区の場合では募集懸格から3§％床緬格を礪き上げる

旨の提案があった。麟して小皺辮住宅会議ではなぜ合意書を遵守しないのか追

及、2§賑にまで引き下げさせた。しかし、これ鎌止の譲歩はなく、小橿灘防災

毯体連絡会による緊急署名活動が行われた。この署名には9巷i名が感じ、これ

を携え東京都建設騒長との交渉に及んだ。その綾果、鑑蔑との協議に基づく決

着が約束された、最終的には躯提案よ鯵さらに3．87％の覗き下げが行われた。

　⑤　小松綴鋳災霧体連結会

　小松辮住宅会議・小松鱗工業会・小松鱗商業会等により欝87年i舞に結成さ

れた小極燐防災墾体連絡会は、住宅・工業・藤業に関係する住民代表による団

体として東京翻にも認知されるところとなった。こうした綴織を形成すること

により、先の床優格をめぐる東京躯との交渉は進められるところとなった。

　小松辮防災石棒連絡会は総総年慾得に東京都と、今後の沫懸狢をめぐる合意

を行っている。この合意事項の基本に置かれたものが、欝鱒奪度の珠懸格を

欝欝年3月合意に基づく練懸格と変換率において等しくなるように算定する、

野変換率翼定方式崖であった。この方式の導入によ鯵床懸梅は標準的な欝地権

者が縫前床面積を倦鯵入れなしで取霧できるという意味で、「政策懸穣」とし

ての床緬擦が決定されるところとなった。
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行政縫会談集　第愚巻　第塵簿

　だが、その後のバブル経済の麟壊によむ講場懸格と権利沫の鎌懸格がほぼ懸

一になってくると、この方式による資金計画の維持が露難になってきた。これ

に薄して小松瞬住宅会議では近隣マンシ肇ンの実態調室を実施するなど棲討を

待った。その結果をふまえ東京都建設局再雛発部長と協議、急激な下落をふま

えた講整を申し入れた。これを元に巣窟翻では後続街麩金棒の床懸路について

§．2％の調整を行うことで合意した。

　1§1設計委員会

　床懸格をめぐる調整を中心とした小繊燐住宅会議の要求のなかで、住民ニー

ズに合わぜた権利猟の設計のための協議緩織ゼ設計委員会蓬が結威された。こ

れは東京翻建築課・設計会娃・住民代表委員によむ構成されるものであ穆、購

意された住戸から濡文建築を行うというものであった。すなわち建築犠の基本

設計にも関わるものであむ、工区ごとに住民の全員集会を雛縷して設計委員会

からの報告と要望集約を行い、その結果を設爵委員会ヘフィードバックすると

いう綬鶏がっくられた。そのための調査・学習を行い、桂艮が設計段賠から纏

わる権零彗鎌づくりという方式が、小松僻地麩では確立されていった。饑えばB

工籔施設建築鞠へのオートロック導入などがその成果の一鱗である。

鳶．3．　小松辮まちづく夢協議会

　4．2．に示したように、小松醐主宅会議の住民運動は儀地権離合ガイドライン

設定や床懸路晃癒しなど、この再開発の計画の内容構成に鱒わるところにまで

踏み込みっつ展擬されていった。その運動とは東京躯に蝿する「たたかうま運

動として出発しっっも、超党派という姿勢に示されるように各種方藤からの支

持を得っっ、誹癒当局との対等な「交渉」をとおして実施されていった。そし

て、住民の土地・建物毒こ絶する権利保全さらには権利拡大をも実現していった。

　それでは、小松醐主宅会議の住民運動濾そうした要求実理に重きがあり、地

域のあ鯵方を計画轟轟との対置においてのみではなく、癖ら構想するには至ら

なかったのだろうか。結譲1として、衰一5からも籍握できるように、小松耀住
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宅会議の｛主民運動1ま確実に欝ら地域のあむ方を構想する、紅まちづく瞬住民

運動としての萌芽を示していたものと考える。

　小穏灘住宅会議の往戻運動は確かに要求実現に重きを置》たものであった。

だが、その一方で露髄年捻月に東京簾と住畏の縫1こ発足した、「街づく鯵分科

会漣を薩鱗として再雛発の計画のみを争点とした段繕から、よ吟広範な生活環

境問題を争点に取り上げていく段踏に移行したことを読み取ることができる。

その異体的な現われが、当窃計画には盛鯵込まれながら実現の見とおしが立っ

ても・なかった、中学校建設の要求であった。携えば小松舞駐宅会議で1諒鱒3奪

欝月のニュースにおいて「教育施設の適正配置はまちづく鯵のカナメ］と題し

て、中学校建設の主張を展開している。

　それではこうした小松灘住宅会議の主張は、突然、展麗されるようになった

ものなのであろうか。その伏線はいくつか考えられる。鵜的なのは継続して行っ

てきた、地区における実態鐙握の姿勢である。ig留駕i月の鋳災アンケート実

施に始まる各種の実態調査は、単に一つの要求をまとめるためだけのものでは

なく、住民の多様な要求を汲み取るものであったと言えよう。そうした実態握

握に基づいて生活環境簡題を小雛鱒住宅会議の主張としてと鯵まとめたものが、

ig総年9月に東京翻に難して提出した要望書である。この要望書では、①警察

官による東大島駅爆辺のパト葺一ル強化と交番設置、②転出にともない生じた

空地の陰葉、③工事の進捗にともなう工事率爾による交通事故防銑、⑧工事鑓

土の砂塵鋳鹿、⑤空家が増撫することにともなう「ネズミ被害3繋策、の5項

羅を要求した．それぞれの要求はやはむ再爺発にともなうものではあるが、こ

うした生活琿境潤題への着欝から中学校建設といった広範な課題へのと善くみ

が展開していったものと考えられる。

　そして、小橿辮住宅会議がとむくむところとなった各種の生活礫境鵜題を協

議する綴織として欝盛年鴛弄1に発足したものが、東京翻・江戸燐区・住民の三

者による「小松瞬まちづくむ協議会」である．小松鱗まちづくり協議会では主

な論点として、大型区民施設建設と中学校建設問題を取管■ヒげ、その発足から
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当面の闘の協議を行ってきた。その懇には縫の公共施設見学や、やはむ実態摺

握のための住民意向講査等を実施し、それらの成果を元に協議を行っている。

その結果は、大型区民施設については住民の要望の多かった濾水プール等も磁

設するかたちで実現に至っている。中学校建設については今後の少子化という

開題もあ鯵・協議会としては纒続して取鯵上げているものの・現在のところ実

現の箆通しは立っていないゆ

　さらに最近の小穣灘まちづくむ協議会の活動については、いかなる内容になっ

ているのであろうか鱗。㌶き取り調査1こよると、それへの参撫は多くはないと

の回答であった。かっての大型区民施設や中学校建設の協議の燦1こは一定の住

民の参撫があったが、現在では事業で形成された32街区を単位に委員選出を膏っ

ていながら、常時串癒するのは5～6名程度とのことであった。その背景につ

いて協議会としては、いわゆる野ハコモノ3の建設が一段落してしまい、目に

見えるかたちでの争点が乏しくなっていることをあげている。ただし、そのハ

コモノにも地域の燐実な麟いが込められているとの言及があった。また、平素

の活嚢として毎年の祭礼の聡縷や麺栽など8常生活に関わる活動や、東京翻・

江戸辮区との関係において協議が必要とされる事項につ》て、適宜、議題とし

て取鯵上げているとのことであった。

魂．4、　小松燐地区にお鯵るrまちづく男柱愛運動の「提案力藩

　以上の小橿鰐住宅会議から小樫辮まちづくむ協議会へと至る、小掻餅地区で

展灘されてきた「まちづく瞬住畏運動から、その提案内容をふまえての考察

を行う。

　まず、小授鰯住宅会議がこの亀戸・大島・小梅耀地区再開発という翻毒計懸

の内容構成に帰してコミットメントしていく過程とは、外面的に見れば住民の

多くを縷織し署名等を行い、議員等を介して計露当局たる東京都に要求をつき

つけていくというものであった。こうして、当初からの最大の懸案であった濫

地権割合ガイドライン設定、あるいは床纒格設定においても完全ではないにぜ
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よ、一定程度の要求実現がなされた。

　しかし、これを実現するために小松辮住宅会議が採った手法には、いくつか

の特籔があった。特に住民全員を会轟と競走して、総織としての内蕊・外藻の

区分を明確に設謬なかったことが注目されよう。従来のヂたたかう」かたちの

住民運動であれば、「賛成諏3「反麟瀕達といういたずらな区分設定による霧突

も生じよう。小松溺地区でその対立がまったくなかったとは書籍難いが、超党

滋と墾うスタンスの盤徹など、敵手としての縫係構築を意纒的に撰除した点は

ここでの運動を支えた運動論・縫織論として考癒に癒えておくべきであろう。

　合わせて施行者たる行政との関係構築にも特鍛がある。小絵鱗住宅会議では

要求を実現するために東京翻との交渉をことあるごとに実施してきた。だが、

それは緊張感をともなうものの、一方的な要求貫徹のためだけのはたらきかけ

ではなかった。特に代替地確保や権利床懸路設定の場面では、小皺辮住宅会議

の麗が積極的に調査を行い、それを元に協議が行われていたことを念頭に置か

なければなるまい。

　こうしたコミッ←メントの過程は、すなわち「まちづくり重住民運動の「提

案力」の根源といえるだろう。小松辮住宅会議が行った運動は、借地権者・倦

家権者など零纒な権利の保全を起点として、その実現をめざす内容を中心とし

ていた。だが、それは計爾嶽体を鞍棄するものではなく、再聡発という事業の

上に立ってその改善をめざす運動であったと位置づけられる。それほどまでに・

そもそもこの再開発のスケールは住民にとっては手に負えない巨大なものであっ

たとも蓄える。だが、往戻による計露内容をめぐる分析があり、それがこの地

区全鉢の権利保全につながるものとして提示されていったがゆえに、これだけ

の運動の成果罵提案が成立、したものと考える。

　そして、「提案方塞を競走する綴織論として、小松辮住宅会議では分野を横

紙した錺体の連携を構築していた。小松鱗防災懇体連絡会議もその一一一っである。

また、小松辮住宅会議の内記でも、住民の様々な事業との闘わりを考慮した協

議システムがつくられていた。本稿では転患・代替地対策委員会しか触れられ
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なかったが、こうした翻会を設けるという協議システムなどもその関連で読み

解ける。住鼠運動への結集は利害の…致という点に集約されやすい。だが、利

害が相互に重誓約に重なるからこそ、運動の要求にも多くの主簿を受け止める

多様性が生じていくのではないか。小雛鱗住宅会議の運動をと鯵まく結集のあ

む方は、提案を実現する綴織論のあ鯵方としても示唆を与えていよう。

　最後に小穂鱗まちづく鯵協議会の位置をめぐっては、なお検討鐙必要が残さ

れる。本稿が当初験討した、沃たかう』かたちからぜっくる3かたちへとい

う往髭運動変容論の驚線で、あたかも単線的にこの小掻繕住宅会議から小松辮

まちづく鯵協議会へという運動の展開過程を整鍵することは、まだ準縄に認め

られることではあるまい。なぜなら、ニュースや聡き皺む調査から趨及できる

範懸では、小橿辮まちづく鯵臨議会の現在の「提案力」が、単に「たたかう雌

かたちを莚点としてのみ獲得されたのかという点で、なお検護の余地が残され

るからである。それだけに、この二つの纏織を結びつけるものをめぐってさら

に分析を癩えることが垂髪である。しかし、小松舞1住宅会議の要求実現に向け

た住民運動から考えられる、その素地については本稿でも析出することができ

た。小掻鱗住宅会議の住民運動のなかの党嶽牲の克羅、実態擾擾の姿勢、重縷

的な協議システムという点である。これらの要素が、いかに小挫鱗まちづくり

協議会の運動論・綴織論に継続されているのかということをさらに検討する必

要がある。

　ただ、この点を考える端緒として聡き取鯵調査のなかで得られた、小松鱗ま

ちづくり鶴議会会長の発言を一つ紹介しておこう。「小松辮住宅会議が鴛年に

わたむ続いてきた大きな背景には、行政が耳を貸すようになったという状溌変

化があったGどうしてそのようになったのかと震えば、住民硲提案§体が問わ

れていたからだ。縁故は結局は手法でごまかしてしまう。だから能力があると

いうことを示していく必要があった。魅強しながら運動するという姿勢が評懸

されたから状涜変乾があったのではないか。そして権利意識の強さだと患うあ

すなわち、この発書にも示される学習と運動そして権利意識と計灘当局に互す
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る交渉という要素の連関から、撹角を変えつつ小轡耀住宅会議そして小松辮ま

ちづく鯵協議会へというr礎案力葺の形成過程をさらに分析する余地が残され

よう。

5　おわ夢に

　本稿では東京における雛講講画住民運動、とむわけ再蜷発に対する往戻運動

を機観することから、計灘の内容権成にまで踏み込んだ住蔑運動の「提案力」

とその形成過程について検討した。特に小較鱒地区での住民運動を中心事醗と

して、「まちづくり3住民運動による醍案内」の形成過程に関する一つの考

　　　　　　　　
察を行った。その結論として、なお「まちづくり」住民運動がゼたたかうまか

たちから籔つくる雄かたちへと単縫に変容するとは言い難い。だが、訪露当鶏

との緊張感を藩提として、小松絹地選で見たような運動論・綴織譲を持ってし

て計懸の内容構成をも変更する各種の提案が可能になるということは鍵示でき

たと考える。その運動論・総織論として整理した党磁性の克無駄実態掘握の姿

勢、そして分野を横慰する協議システムの構築といった事項1よ今後の実質的

な住民の「参副を見通す示唆になるものと考える。

　しかし、小楼繕地区の事轡をめぐっては小松燐住宅会議から小松獅まちづく

鯵協議会への展鵜遜程をさら1こ意味づけなければならない。この点においてな

お、r提案力」に関する分析も十分とは■言い難い。本稿では野たたかう」かた

ちからヂつくる漣かたちへの展舗二移行を念頭に小松鰯住宅会議の運動にしぼっ

た論連を行った燧灘があるが、次稿で諺ぜっくる」かたちにさらに軸足を置い

た綾討を行う予定である。

補　注

鱗と鯵わけ雄鹿隼墾姦計麺法改正による市鱗耕蔀薦計醸マスタープラン鱗度以

　降の、詩嚢策定過程にまで立ち入った鞍戻の実質的な参薩が涯§される。その
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　融容は渡透麹などに詳しい。

鱒　本穣における騰き皺む調査では、小振鱗まちづく鯵協議会会長である茜懇實

　氏、講事務局長である中眞久氏の講名よ鯵、小松鱗麓宅会議蟻縫の建長運動の

　展魏について椿報を得たo

l饒　最透の都市計癒と住蔑運動をめぐる議論では、むしろ公共性譲の観点から

　「まちづく磐雌柱蔑運動のイシューやその展麗遍程を分観する醗：究が見られる。

　今西鋤の弛、熊本桑合志鱗すずかけ台地籔での公羅建設を事轡に彩まちづく参匪

　における「関係牲の醤窪碁を験試した荒辮鍛など。

翰　再鵜発が事業講の土地・建鞠に関する権舞を再講発ビルに麗き換える立棒的

　な権秘操搾の手法であるのに短して、土地醒懸整鍵事業はヂ換地麺分方式」と

　辱ばれる土地に臠する権羅を事業繭い後にお継て平藤的に選き換える権麟操作

　の手法である。　この遍程で土地の無｛裳蟹婆其（減歩）　を鴛》道饗各等の公共施設を

　整鐵し、宅地の魂灘増進を躍ることを§的とする事業である。

151当初、「区懸整遅鰐策全撰連絡会議」として結成された。臆総年には翼PO法

　人格を取簿。再欝き発や土地琶薩整理事業に韓する往蔑運動の連絡綴織として、

　精鞍礎躾、穏談活蟻、購究集会の闘縫、そして弩鷺の機関紙距ζ画・再開発通

　藍諺の纏集・発行等を行っている。

醗　本稿における小慈｝癖地褻の往戻運動の展麗遍程の整理iについては、小擾辮盤

　宅会議が鯵留年欝月に運動のニュース類をまとめた記録ゼ小横瀬控宅会議の稔

　年東京雛による紡災鎚薫習鵜発事業の中で遷に基奉的1こ敏麗しているむ

1警　この点については岩見欝に詳しい。
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